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小児化j]農性関節炎 は診断 ・ 治療が遅れ る と ， 重篤 な後遺症 を 残 す こ と があ り ， 早期の診断 ・ 治療

が重要 で あ る . 本 セ ッ シ ョ ン で は ， 小 児化j膿性関節炎 に つ い て 7 演題の報告があ っ た ， 4 題が診断

(非感染性関節炎 と の鑑別診断) に 関 す る も の で あ り ， 3 題が治療 に つ い て で あ っ た .

[診断]

現在， 化膿性関節 炎 と 非感染性関節炎 と の 臨床鍛別 は ， Kocher の予測因子 ( 1999 年， 38 ， 5 度以上

の発熱， 立位不能， WBCl2000 以 上， 赤沈 40 以 上 ) あ る い は Caird の予測 因子 (2006 年， Kocher の

4 因子 + CRP2 ， 0 以上) ， MRI 所見， 関節液所見 な ど で行われて い る こ と が多 い が， そ の 信頼性 に は

議論があ る .

太田 ら (都立小児 セ ン タ ー ) は 化膿性関節炎 15 例 と 非感染性関節炎 10 例 の 鑑別 に ， 脳神経外科領

域で膿蕩 と 袈腫鑑別 に 行わ れて い る 拡散強調 MRI を 応用 実施 し て ， そ の 有用 性 を 報告 し た .

品 田 ら ( 松 戸 市 立病院) は 関節液 中 の 糖値 を 測定 し て ， 化j股性 関 節 炎 で は 5 例 中 4 例 が 40 mg/dl 

以下 と 低値で あ る の に 対 し て ， 非感 染性関節炎で は 6 例 中 5 例が 60 mg/dl 以上 と 高値 で あ り ， 簡

便 ( デ キ ス タ ー で測定可能) で有用 な指標の 一 つ に な る と 報告 し た .

金井 ら (都立墨東病院) は 化膿性股関節炎 6 例 と 単純性股関節炎 30 例 の 2 群聞で， 発熱， WBC， 

CRP， Caird 予測因子 に 有意差 を 認 め た が， 症状が重篤 な 単純性股関節 炎 と の鍛別 は 困 難 で あ り ， 早

期 の MRI 撮影， 関節穿刺 を 実施す べ き と し た .

平 良 ら (埼玉小 児 セ ン タ ー ) は 化膿性股関節炎 22 例， 単純性股関節炎 20 例 の Caird 予測 因 子 を 調

査 し て ， 化j膿性股関節 炎 で あ る 可能性は 5 項 目 該 当 で 100 % ， 3， 4 項 目 該 当 で 85 ， 7% ， 2 項 目 該当

で 33 ， 3 % ， 1 ，  0 項 目 該 当 で 0 % で あ っ た と 報告 し た . ま た ， 他院受診の既往， CRP2 ， 0 以上， 赤沈

40 以上の 場合， 化!膿性股関節炎で あ る 可能性が高 い と し た .

[治療]

化膿性関節炎治療の基本は， 早期 の 排膿 と 適 切 な抗生剤 の使用 で あ る が， 最近 は 鏡視下で の 洗浄 ・

デ プ リ ー ド マ ン の 有用性も報告 さ れて い る . ま た ， 起因菌 が同 定 さ れ る ま で の抗生剤選択 に は迷 う

こ と も多 い .

武藤 ら (熊本中央病院) は ， 7 例 7 関節の 化膿性関節炎 に 対 し て ， 鏡視下洗浄 ・ デ ブ リ ー ド マ ン と 抗

生剤点滴 に よ り 関節炎の 鎮静化が可能で、 あ っ た と 報告 し て ， 鏡視下洗浄 ・ デ プ リ ー ド マ ン の 有用性

を Jmベ た .

樋 口 ら (名 古屋第二赤 卜字病院) は 小児化膿性関節炎 7 例 (3 か 月 ，..，，_， 13 歳) の 治療成績 を 調査 し て ，

調 査時骨頭変形 を 認め た 3 例 は い ずれも幼児期発症例 であ り ， 幼児期発症 は 骨頭変形 出 現 の 素 因 で
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あ る 可能性 を 示 唆 し た .

中 村 ら (福岡 こ ども病院) は 52 例 53 関節の化膿性股関節炎 に 対 し て ， 切開封1:膿 ・ 持続還流 と CRp .

赤沈正常化 ま での 抗生 剤点滴 に よ り 治療 を 行 い ， そ の 治療成績 を 報告 し た Choi 分類 IVB は l 股

の み で あ り ， 有 効 な 治療法 と し た . ま た ， 初期治療 に カ ルパペ ネム系 な ど の広域抗生物質 を 使用 し

た 場合， 骨頭変形が生 じ に く く ， 抗生剤選択の重要性 を 述べ た .
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